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　いま、世界中で生物多様性の損失危機が叫ばれています。

　2030年までに陸と海の30％以上を効果的に保全する国際目標
（30by30目標）の達成に向けて、国では保全活動計画が実施される区域
を「自然共生サイト」として推進し、登録地として環境大臣、国土交通大
臣、農林水産大臣が認定します。鹿島市でも豊かな自然の恵みを活かし、
安心して暮らし続けられるまちを目指して道の駅鹿島周辺七浦音成地区
の一部『ななうら　干潟とメダカの里』での保全活動を申請し、9月16日に
『自然共生サイト』に認定されました。

　地域生物多様性増進法が令和7年4月に施行されて以降、初めての登
録となり、今後、認定区域は保護地域との重複を除き国際データベースに
登録され、観光・環境教育の拠点として『見て・触れて・体験する』コンテン
ツを活用し、交流人口の増加・地域活性化を推進すると同時に豊かな生
物多様性環境を次世代へとつなげることを目標に活動を行っていきます。

道の駅鹿島周辺七浦音成地区の一部が自然共生サイトに登録されました！

アピールポイント
環境大臣、国土交通大臣、農林水産大臣が生物多様性保全に寄与する活動計
画に対して認定を行う『自然共生サイト』に鹿島市の道の駅鹿島周辺七浦音成
地区が認定されました。
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